
浜 松 市 教 育 委 員 会 会 議 次 第 

 

令和７年８月２６日（火） 

１４時００分 

教 育 委 員 会 室 

１ 開 会 

 

２ 前回会議録の報告及び承認 

 

３ 会議録署名人の決定（黒栁委員、下鶴委員） 

 

４ 会期の決定 

 

５ 議 事 

（１） 議 案 

【意見聴取案件】※非公開 

第 43号議案  

第 44号議案  

 

【議決案件】 

第 45号議案 ※非公開 

第 46号議案 スポーツ推進審議会委員の委嘱について      （スポーツ振興課） 

 

（２） 報 告 

ア 学校給食の提供に関する検討委員会について（中間報告）    （健康安全課） 

 

６ 閉 会 



  

第 ４ ６ 号 議  案   

令和７年８月２６日提出   

 

   浜松市スポーツ推進審議会委員の委嘱及び解嘱について 

 

浜松市スポーツ推進審議会委員を次のとおり委嘱及び解嘱する。 

 

教育長  野  秋  愛  美  

 

浜松市スポーツ推進審議会委員（案） 

 

委嘱する者 

選出区分 氏  名 備  考  

学識経験者 髙橋 勇二 （一社）浜松市医師会 理事  

任 期 令和９年３月２５日までの残任期間 

 

解嘱する者 

選出区分 氏  名 備  考  

学識経験者 浅井 陽介 （一社）浜松市医師会 理事  
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【参考】 

浜松市スポーツ推進審議会委員名簿（令和７年９月１日現在） 

 

任 期 令和６年３月２６日から令和９年３月２５日まで 

選出区分 氏  名 備  考 

学識経験者 太田 正義 常葉大学 准教授 

学識経験者 髙橋 勇二 （一社）浜松市医師会 理事 

学識経験者 藤田 晴康 （公財）浜松市スポーツ協会 常務理事 

学識経験者 伊藤 裕子 （一社）ぺんぎん村水泳教室 代表 

学識経験者 宮﨑 正 浜松市立高等学校長 

学識経験者 影山 ちか 浜松市中学校体育連盟 会長 

学識経験者 中村 竜久 浜松市小学校体育連合 会長 

学識経験者 恩田 かおり 浜松市幼稚園長会 会長 
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（第４６号議案の説明資料） 

 

スポーツ振興課  

 

浜松市スポーツ推進審議会委員の委嘱及び解嘱について 

 

（提案理由） 

浜松市スポーツ推進審議会の現任委員１名が、任期途中で職を辞したので９月１日から 

新たな委員を委嘱します。 

 

（構成等） 

今回、一般社団法人浜松市医師会の理事改選に伴う推薦となり、任期は前任者の残任 

期間です。 

委員は８名で、男女比は５対３です。 

 

（根拠法令） 

スポーツ基本法（平成２３年法律第７８号） 

浜松市スポーツ推進審議会条例（改正 平成２３年浜松市条例第４７号） 

 

（審議会開催回数） 

 年間４回程度 

 

（審議会開催内容） 

・浜松市スポーツ推進ビジョンの進捗管理 

・スポーツ団体等に対する補助金交付に関する答申 

・その他スポーツ施策に関する意見聴取 
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学校給食の提供に関する検討委員会について（中間報告） 

 

健康安全課  

 

１ 検討委員会の概要 

（１）組  織 

  ・委  員：学校教育部長、教育総務課長、教職員課長、教育施設課長、幼保運営課長、 

浜松市献立作成委員会委員長（校長） 

  ・有識者等：学識経験者（大学教授）２名、市立小中学校の保護者１名 

（２）設置期間 

  ・令和７年１月３１日～令和８年３月３１日 

（３）検討事項 

 ・適切な栄養摂取量等の基準に関する事項 

 ・食材選定及び提供方法等に関する事項 

 ・食材にかかるコストの適正化に関する事項 

 ・食材費の保護者負担額に関する事項 等 

 

２ 背景・経緯 

令和４年度～ ・学校給食用食材の価格高騰に対して、国の交付金を活用することで、保護者

負担を据え置き。 

       ・学校の栄養教諭等は、栄養バランスや量を保持するため、献立作成や食材 

調達等の工夫により対応。 

令和７年３月 ・包括外部監査において、栄養摂取基準値を満たす献立を提供できるよう努め

る必要があるとの意見。 

６月 ・国は、「経済財政運営と改革の基本方針 2025」において、令和８年度予算の

編成過程で（小学校における）給食無償化を実現すると明記。 

       ・本市は、「令和８年度国の施策及び予算に関する提案・要望」において、自

治体により異なる給食提供の実態や保護者負担額などにも十分考慮した無償

化の制度設計や地域特性や食育の観点等を踏まえた自治体支援策を要望。 

 

３ 現状 

（１）学校給食費（１食当たり） ※令和７年度、[]内は２学期の期間に限る。 

金額／校種 小学校 中学校 

保護者負担額 299 円 364 円 

支援額（交付金） 
 26 円 

 [29 円] 

 31 円 

 [34 円] 

  計（食材費） 
325 円 

[328 円] 

395 円 

[398 円] 

 

報告ア 
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（２）栄養摂取量（１食当たりエネルギー量） ※令和６年度包括外部監査報告書より 

kcal／校種 小学校 中学校 

調査実施校の平均 

（令和 6年 10 月） 
581.7 kcal 757.2 kcal 

基準値※ 

（適正範囲） 

650   kcal 

（585～715 kcal） 

830   kcal 

（747～913 kcal） 

※「学校給食摂取基準」の基準値 

 

４ 検討委員会での協議 

（１）これまでの協議内容 

日程 議題・協議内容 主な意見等 

第１回会議 

（R7.2.21） 

・本市の学校給食の現状、他自治体と

の比較（事業概要、栄養摂取量、給

食費、物資調達方法等） 

・本市の学校給食の課題 

・地場産物の使用による食材費への影

響の程度を示してほしい。 

・物資調達方法の違いによる食材費へ

の影響を示してほしい。 

第２回会議 

（R7.7.10） 

・エネルギー摂取量と食材費（物資価

格の状況、必要な食材費の試算、食

材費抑制のための取組や工夫等） 

・提供コストの適正化（地場産物の使

用と価格、物資調達方法と価格、物

資調達の流れ、米飯提供コスト等） 

・地場産物の使用減には、教育効果を上

回るだけのコスト削減効果はない。 

・現状、米飯提供方法の変更が最も効果

的なコスト削減策だと思われる。 

・給食費（保護者負担額）を上げて子供

が満足する給食の提供を望む保護者

が多いのではないか。 

 

（２）今後の予定 

日程 議題・協議内容（予定） 

中間報告（R7.8.20） 市民文教委員会 

第３回会議（R7.9.9） ・望ましい栄養摂取量の基準と必要な食材費 

・提供コストの適正化（米飯提供方法の変更計画等） 

・保護者意見の聴取方法 等 

第４回会議（R7.12 予定） ・食材費の費用負担 等 

最終報告（R8.1 予定） 市民文教委員会 
 


